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科学技術教育重点推進校事業実施報告書

テーマ：研究機関と連携した教科指導の充実

学校番号 ２６ 学校名 茨城県立緑岡高等学校

課程・学科 全日制 ・ 普通科，理数科

全クラス数・生徒数 ２１クラス ・ ８４０名

１ 事業実施校

(１)学校名 茨城県立緑岡高等学校

(２)所在地 茨城県水戸市笠原町1284番地

電話 029-241-0311 FAX 029-241-7929

(３)校 長 秦 雅博

(４)担当者 矢口 正美（理数科主任）

梶山 昌弘（理科）

滝口 和彦（２年理数科担任，数学）

平野 泰博（理科）

， ， （ ， ）(５)概 況 １学年普通科６クラス 理数科１クラスで 全校生徒数839名 男559名 女280名

である。生徒の通学区域は水戸市内約４割，ひたちなか市・那珂市が約１割，その他

友部町，茨城町，常陸大宮市等の市町村からが大半であるが，北は大子町，南は美野

里町，西は筑西市，東は鉾田市と広範囲である。卒業後の進路希望は各学年とも数名

を除いて四年制大学への進学を希望しており，６割強が現役で進学している。

教育課程については普通科は２年次より文系，理系のコースに分かれる。理数科は

理科で物理・化学・生物の３科目を履修できる点が特徴となっているが，その他につ

いては普通科理系コースとほぼ同様である。

特別活動については，多くの学校行事が生徒主体で実施され非常に活発である。部

活動への加入率は約７割と高いが，ほとんどが運動部で，文化部加入者は少ない。理

科関係の部（生物部・地学部）の部員数は少なく両部とも数名である。

２ 事業の目的

地域の研究機関の設備や研究員など高度な科学技術に関する集積の活用を通して，高等学校に

おける科学技術教育の質的向上を図る方策について研究を行い，将来有為な化学技術系人材の育

成に資する。

３ 事業の展開

(１)テーマの設定及び連携研究機関の選定

ア テーマの設定

学習指導要領による理科教育の目標は 「自然に対する関心や探求心を高め，観察，実験など，

， ，を行い 科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め

科学的な自然観を育成する」とされている。各科目の中では，理科総合Ａや物理，化学の学習を

通して，エネルギーと物質の成り立ちについての理解をし，科学技術や自然と人間のかかわりに

ついて考察させ，自然に対する総合的な見方や考え方を育成し，豊かな人間性の育成や社会の変

化に主体的に対応できる能力を養う。科学技術の進歩は日常生活に豊かさをもたらし，人類の福
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祉に大きく寄与している一方で，エネルギーの大量消費による自然環境の破壊など，自然との調

和を考慮しなければならないと示されている。理科の授業を通して，自然に対する興味関心を深

めると同時に，エネルギー資源を有効適切に活用して，自然環境と調和のとれた社会の形成をす

るための下地つくりをするのが理科の目標の一つであると考えられる。理科ばかりでなく，環境

教育は現在，学校のすべての教育活動の中で最も重要性が指摘されている項目の一つであるとい

える。

ここで私たちの日常社会を分析してみると，エネルギー資源の需要は，その生活水準の向上に

つれ増加の一途をたどっている。水力，風力，太陽光エネルギーの利用については，日々開発が

進捗し，設備の設置，改良が加えられ，エネルギー供給の一端を担っている一方で，化石燃料，

特に石油資源の枯渇が目前に迫り，石油製品価格の高騰が続いている。原子力資源も未だその危

険性は完全に払拭されず，もちろん放射性元素もいずれは枯渇の運命にある。また併せて懸念さ

れているのが，温室効果ガスによる地球温暖化問題である。気候変動枠組条約，通称京都議定書

が，平成17年２月に締結発効に至ったが，日本は排出される温室効果ガスを1990年比で６％削減

， ， ，することが義務づけられているにもかかわらず 二酸化炭素総排出量は 2001年度約12億トンで

1990年比8.2％増加という現状である。これらのエネルギー問題と地球温暖化問題の解決が急務

となっている。

， ， 。そこで今叫ばれているのが 持続的発展型社会 循環型エネルギー社会といわれるものである

長い将来を見通して，環境と人間の調和の取れた社会を形成し，エネルギーも恒久的に安定して

供給されなければならない。そこで現在，研究開発が進められ，期待を担っているのが次世代エ

ネルギーである。次世代エネルギーは①再生可能エネルギー，②リサイクルエネルギー，③高効

， ， ， ， （ ，率エネルギー ④その他の新技術 に分類されるが 今回 科学技術教育重点推進校事業 以下

事業と略す）を実施するにあたって，テーマとしてリサイクルエネルギーを選択した。

この理由としては，次世代エネルギーとしてのリサイクルエネルギーは，バイオマスや廃棄物

などを有効活用して取り出されたエネルギーであるが，国内では幾つかの実用化されたプラント

があるにもかかわらず，生徒たちは身のまわりでそれらを実体験する機会がほとんどなく，未知

の分野と言ってよいからである。また，一方でそれらの学習を通して，限りある資源の有効活用

やリサイクルの意義，生活の質の向上に伴う環境への負荷といった環境問題を考える契機になれ

ば，と考えられるからである。

さらにリサイクルエネルギーの中には，未利用エネルギー，廃棄物熱利用，廃棄物発電，バイ

オマスエネルギーといった分野があるが，この中でバイオマスに着目をして，事業の展開を図っ

た。

イ 連携機関及び担当者

県内でバイオマスエネルギーの研究を実施している機関を検索したところ，幾つかの研究機関

が検索され，産業技術総合研究所に本事業への提携をお願いをし，承諾をいただいた。

（以下「産総研」と略記）独立行政法人産業技術総合研究所

〒305-8568 茨城県つくば市梅園1-1-1

TEL：029-861-9109

○循環バイオマス研究センター

担当 循環バイオマス研究グループ長 小木 知子 工学博士
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(２)実施計画

教育委員会に提出した実施計画書は下記のとおりである。

様式１（教科指導の充実用）

科学技術教育重点推進校実施計画書（平成17年度）

１ 学 校 名 茨城県立緑岡高等学校

２ 校 長 名 秦 雅博

３ 担 当 者 名 矢口正美 梶山昌弘 滝口和彦 平野泰博

４ 研究テーマ バイオマスの活用（エネルギー循環型社会の形成を目指して）

５ 研究の概要 研究機関と連携し，有機系廃棄物（林産系，農産系のバイオマス）からガス

化したエネルギー資源の回収方法やその有効的な活用方法についての授業や校

外学習を行う。さらに，バイオマスの有効利用からの発展として，地球温暖化

対策に向けて研究されている事柄について授業を行う。

６ 実施する教科（科目 ，対象学年，人数）

理科（化学 ，第２学年理数科（40名））

講演等は第２学年普通科理系（120名）も加える。

７ 実施計画

月 実施内容

４月 校内検討

５月 連携機関との協議

６月 運営指導委員会

７月 事前授業

８月 先端技術体験授業

９月 アドバンス授業，事後授業

10月 公開授業

11月

12月 運営指導委員会

１月

２月

３月 報告書作成

連携する研究機関と研究者名

連携する機関 研究者名

産業技術総合研究所バイオマス研究グループ 未定
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(３)事業の実施

ア 実施結果

月日 項目 場所 内容

平成17年 校内教科会議 緑岡高校 数学科・理科・理数科において事業の実

３月 施希望の有無を検討

３月18日 事業の申請 県教育委員会に事業指定校の希望を申請

４月６日 事業推進校の指定 県教育委員会より事業指定校の決定の通

知を受理

４月 校内検討会委員会 緑岡高校 理数科・理科担当教員で実施内容を検討

４月28日 第１回連絡協議会 生涯学習センター 研究協議，指示連絡

５月 事業テーマの決定 テーマ「バイオマスの活用」の決定

連携機関の決定 バイオマス研究機関の調査

連携機関との連絡調整 産業技術総合研究所に事業連携の依頼

５月20日 実施計画書の提出 事業実施計画書，予算書を提出

６月 産総研との連絡調整 機関の担当者の決定

事業計画の詳細の決定

６月16日 運営指導委員会 産総研 事業詳細の検討，見学予定施設の見学

７月19日 第１回事前授業 緑岡高校 「現在のエネルギー事情と次世代エネル

ギー」

７月21日 第２回事前授業 緑岡高校 「バイオマスエネルギー」

８月９日 先端技術体験授業 産総研 講義，施設見学

森林総合研究所

９月22日 アドバンス授業 緑岡高校 産総研担当者による出張授業

平成18年 第２回連絡協議会 県立図書館 研究協議，情報交換

２月２日

２月23日 公開授業 緑岡高校 「バイオマス起因エネルギーの活用」
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（ア）運営指導委員会

期 日 平成17年６月16日

場 所 産総研つくば西研究所

担当者 エネルギー技術研究部門バイオマスグループ長 小木知子 工学博士

内 容 講義内容，本校理数科の現状等について

ａ 講義内容

・バイオマスについての概論

・バイオマス利用の事例

・将来への展望

先端技術体験では専門用語をを加えて深く，アドバンス授業ではその補足

ｂ 見学施設

・ガス化装置

・メタン発酵装置

ｃ 高校での履修内容

・対象生徒（２年理数科）は高校物理，高校生物の導入部を４ヶ月学ぶ

（イ）事前授業

期 日 平成17年７月19日，７月21日

場 所 緑岡高校

担当者 平野泰博（理科教諭）

内 容

（１限目）

１ エネルギー資源の現状

・20世紀後半のエネルギー開発

・主として発電 水力，風力，太陽光，波力，地熱，燃料電池等

・原子力発電の現状

２ 化石燃料の消費状況

・化石燃料について，石炭，石油

・資源の採掘可能年数，エネルギー源から見た最終エネルギー消費

・日本のエネルギー消費量の変移，一人あたりのエネルギー消費

・各国エネルギー消費，エネルギー輸出入

３ 地球温暖化

・ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）の報告

・温暖化のメカニズム，温室効果ガス

・京都議定書，ＣＯＰ３（気候変動枠組み条約第３回締約国会議）

４ 次世代エネルギー

・環境への負荷の小さい新エネルギー

・期待される次世代エネルギー

①再生可能エネルギー（自然力の利用）

②リサイクルエネルギー（廃棄エネルギーの利用）

③高効率エネルギー利用

④その他の新技術
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（１）再生可能エネルギー

・ 地球上で発生している自然のエネルギーから作られた電力や熱のこと」「

・太陽光発電，地熱エネルギー，太陽熱発電，中小水力エネルギー，風力発電，

海洋エネルギー

（２）リサイクルエネルギー

・ 使わないで棄てられているエネルギーを有効に利用する」「

・未利用エネルギー，廃棄物熱利用，廃棄物発電，バイオマスエネルギー

（３）高効率エネルギー利用

・ 既存のエネルギーシステムの改善（化石燃料を使ったエネルギーシステムの「

進化 」）

・燃料電池，コージェネレーション

（４）その他の新技術

・自動車業界 クリーンエネルギー自動車

（２限目）

５ リサイクルエネルギー

・再生可能エネルギーが重視，高効率エネルギーが脚光，普及まであと一歩

・リサイクルエネルギーの分類

未利用エネルギー・廃棄物エネルギー・バイオエネルギー

・バイオエネルギー

・バイオマス

木質系廃棄物（黒液，廃材 ，事業所系・生活系の食品廃棄物（生ゴミ ，） ）

農業系・畜産系の廃棄物（家畜糞尿など）

６ バイオマス

（１）バイオマスの利用

・堆肥への変換，燃料ガスへの変換，液体燃料への変換

・利用方法 直接燃焼・メタン発酵を利用した発電・メタンの燃焼利用

・欠点等

（２）バイオマスエネルギー資源

・未利用エネルギー，廃棄物系バイオマス，エネルギー作物系

（３）廃棄物系バイオマス

・木質系バイオマス，食品産業廃棄物，農業系廃棄物，畜産廃棄物，

生活系生ゴミ

・バイオエネルギー量

（４）環境汚染

（５）法規制強化

・食品リサイクル法，建設リサイクル法，家畜排泄物法，持続農業法

７ 技術開発

・エネルギー抽出技術，エネルギー利用方法

・ガス化方式，メタン発酵方式，エタノール発酵方式，エステル化方式，

燃料電池方式

８ エネルギーの活用

ガス発電方式，エタノールの自動車エンジンへの適用，コージェネレーション方式
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９ バイオエネルギーの課題

エネルギー密度の低さ，不安定さ，コスト

１０ 分散型エネルギーシステム

１１ バイオマス・ニッポン総合戦略

※資 料 パワーポイントシート61枚，プリント２枚

（ウ）先端技術体験授業

期 日 平成17年８月９日

場 所 産総研西研究所 つくば市梅園１－１－１

森林総合研究所 つくば市松の里１

日 程 6:45 学校発

9:30 産総研着

9:40 講義

11:10 施設見学

12:00 昼食

13:00 移動

13:30 森林総合研究所着

講義

14:10 施設見学

15:00 森林総研発

17:00 学校着

担当者 小木知子氏（産総研バイオマス研究グループ長）

内 容

（講義）

・バイオマスについての概論

日本の取り組みの歴史（独自研究→経済省のバイオマスニッポンプロジェクト）

バイオマス利用の流れ（木材・屎尿→燃料・ガス化・液化）

様々な利用法（直接燃料，電気，熱等）

・事例紹介，原油・重油・メタノール等の試料提示

・将来の展望

国内ではバイオマスエネルギーは必要エネルギーの５％

技術を海外で利用し，ＣＯ 削減費として京都議定書を批准２

・ガス化技術

木材チップ＋酸素＋水 一酸化炭素＋水素
900℃

・メタン発酵技術

（施設見学）

・噴流床方式ガス化炉

・スターリングエンジン模型の試動

・メタン発酵プラント

補 足 森林総合研究所については，バイオマスの木材チップを供給していただいている

機関で産総研よりご紹介を受け，見学施設に付け加えた。
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先端技術体験授業（産総研にて） 先端技術体験授業（講義受講）

先端技術体験授業（講義，森林総研） 先端技術体験授業（講義，森林総研）

先端技術体験授業（見学，森林総研） 先端技術体験授業（見学，森林総研）




